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栗のイガから繊維を作る 
2510大野真穂 2615北原優月 

要旨 

私達は東濃地方の特産物である栗の新たな活用法としてセルロース繊維に注目し、栗のイガから繊

維を作ることを目標に研究を行った。栗のイガにはセルロースが含まれるため、繊維は作れるという

仮説のもと、どのくらいの量のセルロースで繊維を作ることができるかについての予備実験を行っ

た。実験の結果、強度は弱いものの、0.441ｇのセルロースがあれば繊維を作れることが分かった。今

後は栗のイガからセルロースを得る予備実験を経た後、栗のイガから抽出したセルロースで繊維を作

る実験を行いたい。 

 

１． 目的 

 栗のイガのセルロースを用いて、ビスコース

レーヨンを作る。 

２． 仮説 

 栗のイガは栗の葉から進化したため、栗の葉

に含まれているセルロースは栗のイガにも含ま

れていると考えた。よって、栗のイガから繊維

を作ることは可能である。 

３． 実験 1-1 

<使用器具・使用薬品> 

・シャーレ     ・三角フラスコ 

・シリコン栓    ・ビーカー 

・ピンセット    ・10mL 注射器 

・ガラス棒     ・新聞紙 

・ハサミ      ・駒込ピペット 

・メスシリンダー  ・ウォーターバス 

・スタンド     ・ろ紙 

・薬包紙      ・電子ばかり 

・6 ㏖/L 水酸化ナトリウム水溶液 

・2 ㏖/L 水酸化ナトリウム水溶液 

・二硫化炭素 

・無水硫酸ナトリウム 

・硫酸亜鉛 

・2 ㏖/L 硫酸 

 

<実験方法> 

(1) ろ紙 1 枚を 4 分の 1 の大きさになるようにハ

サミで切る。 

 

(2) シャーレ 1 つにつき 4 分の 1 の大きさに切っ

たろ紙 1 枚を入れ、10mL の 6 ㏖/L 水酸化

ナトリウム水溶液を入れ、ろ紙を浸す。同様

の操作を残り 3 つについても行う。ろ紙を浸

したまま 1 日置く。ろ紙はこの操作でアルカ

リセルロースになる。 

(3) 浸したろ紙をピンセットで取り出し、新聞紙

で挟んで余計な水酸化ナトリウム水溶液をふ

き取る。 

(4) ハサミでアルカリセルロースを 1 ㎝程度の正

方形に切る。切ったアルカリセルロースは三

角フラスコに入れる。 

     

図 1 切ったアルカリセルロース 

(5) アルカリセルロースの入った三角フラスコ

に、ドラフト内で二硫化炭素 5mL を加え

る。 

(6) (5)の三角フラスコにシリコン栓をして、ウ

ォーターバスで湯の温度を 40～45℃に保ち

ながら約 2 時間湯せんする。この際、三角フ

ラスコは浮かないようにスタンドで固定す

る。 
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図 2 湯せん中のセルロース 

(7) 三角フラスコの内容物をシャーレに出し、赤

褐色の固体をピンセットでつまみ、50mL ビ

ーカーに入れる。そこに、2 ㏖/L の水酸化ナ

トリウム水溶液 10mL を加え、赤褐色の固体

が溶けるように混ぜる。これはビスコースと

呼ばれる、粘度の高い物質になる。 

  

図 3 溶かしている様子 

(8) 500mL ビーカーに 2 ㏖/L の硫酸 500mL を

入れ、そこに無水硫酸ナトリウム 100ｇと硫

酸亜鉛 10ｇを溶かす。これが凝固液とな

る。 

(9) ビスコースを注射器に吸い込ませ、ピストン

を押して凝固液中に出して、ビスコースの色

が抜けるまで放置する。 

    

図 4 凝固液中に入れる様子 

(10)固まった繊維を凝固液から取り出し、乾燥さ

せる。 

 

<結果> 

ビスコースレーヨンを得ることができた。で

きたビスコースレーヨンは絡まりあっていた。

また、繊維の強度はピンセットでつつくと崩れ

るほど脆かった。 

  

図 5 完成した繊維 

<考察> 

 セルロースを含むろ紙から繊維を作ることが

できたことから、栗のイガからセルロースを抽

出できれば、同様に繊維を作ることができると

考えられる。 

 一方で、実験 1-1 で得られた繊維は絡まりあ

っていたため、繊維としての実用性が低いこと

も考えられる。 

<改善点> 

・ろ紙(アルカリセルロース)を切るとき、大きさ

は 5 ㎜程度の大きさにする。 

溶かすときに 1 ㎝だと大きく、溶けにくかっ

たため。 

・注射針を使用すること。 

 繊維が絡まることを防止するため。 

・使用するセルロースの量を減らすこと。 

 栗のいがから抽出できるセルロースがどれほ

どになるか定かでないため。 

・使用する薬品の量・濃度を減らし、変えるこ

と。 

 凝固液の量は実験 1-1 より少なくても成り立

つと考えられ、また、恵那高校の実験室に常

備してある薬品の濃度で実験が行えた方が効

率的であるため。 

４． 実験 1-2 

<使用器具・使用薬品> 



36-3 

実験 1-1 と変更した点のみ記す。 

・注射針 

・3 ㏖/L 硫酸 

<実験方法> 

(1)ろ紙 1 枚を 4 分の 1 の大きさになるようにハ

サミで切る。 

(2)シャーレ 1 つにつき 4 分の 1 の大きさに切っ

たろ紙 1 枚を入れ、10mL の 6 ㏖/L の水酸化

ナトリウム水溶液を入れ、ろ紙を浸す。同様

の操作をもう 1 つについても行う。 

(3)浸したろ紙をピンセットで取り出し、新聞紙

で挟んで余計な水酸化ナトリウム水溶液をふ

き取る。 

(4)ハサミでアルカリセルロースを 5 ㎜程度の正

方形に切る。切ったアルカリセルロースは三

角フラスコに入れる。 

     

     図 6 切ったアルカリセルロース 

(5)アルカリセルロースの入った三角フラスコ

に、ドラフト内で二硫化炭素 2.5mL を加え

る。 

(7)三角フラスコの内容物をシャーレに出し、赤

褐色の固体をピンセットでつまみ、50mL ビー

カーに入れる。そこに、2 ㏖/L の水酸化ナト

リウム水溶液 5mL を加え、赤褐色の固体が溶

けるように混ぜる。これはビスコースと呼ば

れる、粘度の高い物質になる。 

(8)200mL ビーカーに 3 ㏖/L の硫酸 125mL を入

れ、そこに無水硫酸ナトリウム 25ｇと硫酸亜

鉛 2.5ｇを溶かす。これが凝固液となる。 

(9)ビスコースを注射器に吸い込ませ、余分なビ

スコースを新聞紙でふき取り、注射器に注射

針を取り付ける。ピストンを押して注射針の

先端に小さな玉を作り、その後注射針を凝固

液中に入れる。ピストンを押し出しながら、

作っておいた玉をピンセットで引っ張る。ビ

スコースの色が抜けるまで放置する。 

 

図 7 凝固液中に入れる様子 

<結果> 

 ビスコースレーヨンを得ることができた。注

射針を使ったことで、繊維は実験 1-1 でできた

ものよりも細く、絡まっていなかった。 

繊維の強度は実験 1-1 と同様、ピンセットでつ

つくと崩れるほど脆かった。 

    

      図 8 完成した繊維 

<考察> 

ろ紙半分のセルロースから繊維を得ることがで

きたことから、セルロースはろ紙半分に含まれ

る 0.441ｇ分あれば繊維は得られることが考えら

れる。 

また、実験を行っている際、注射器にビスコー

スを吸い入れるときに、ビスコースの量が少な

く入れにくかった。このことから、私達が実験

を行った恵那高校の実験室の設備では、セルロ
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ースの量はろ紙半分が限度であることも考えら

れる。 

５． 今後の展望 

 実験 1-1、1-2 を通して、セルロースが 0.441

ｇ分あればビスコースレーヨンを得られること

が分かったので、今後は実際に栗のイガから繊

維を得る実験を行っていきたい。具体的には、

主に 2 つの実験を行っていきたいと考えてい

る。まず、栗のイガから、繊維の原料となるセ

ルロースを抽出する実験 2 を行う。セルロース

を抽出したら、そのセルロースを用いて繊維を

作る実験 3 を行う。 

この 2 つの実験が終わって、余裕があれば繊維

の強度を高めるための実験も行っていきたい。

繊維の強度を高める実験に関しては、どうした

ら強度が上がるのか分からないので、凝固液の

濃度や、薬品の割合、ビスコースの粘度等を変

える実験を行い、強度を高めていきたい。 
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